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1． はじめに 

 2011 年の東北地方太平洋沖地震では、福島

県内で液状化による噴砂や地盤変状が多数

発生し、家屋や公共施設、ライフライン等に

被害が生じた。県内各地の被害の特徴として

埋立地、旧河道だけでなく丘陵地の造成地や

埋戻し土の液状化による噴砂・地下構造物の

浮上が確認された。一方、福島県では沿岸部

の津波に加えて原発事故により、液状化に関

する情報が少なく、データも限られている。

本研究では福島県内の液状化情報を収集し、東日本大震災に

よる福島県内の液状化マップを作成した。作成したマップを

もとに新旧航空写真、微地形区分、ボーリングデータを使用

し、土地履歴、地形、地質等の観点から被害の素因を分析す

ることを目的とする。 

2． 調査概要 

調査項目は、位置情報(緯度・経度・標高)、被害状況(液状

化被害写真、噴砂などが確認されたか等の証言)とした。情

報源は、現地調査、聞き取り調査、自治体、新聞記事(福島

民報・福島民友)、震災の記録をデジタルアーカイブした web

サイト 1)、液状化被害に関する論文である。収集した情報の

一部を表-1 に示す。液状化の判別は、噴砂が確認されるも

の、噴砂の有無によらず顕著な地下構造物の浮き上がりがみ

られたもの、地震時に液状化が起きたという証言があるもの

を液状化と判断した。また、道路の亀裂や構造物の沈下のみ

で液状化の記述がない事例については除外した。収集した液

状化地点は 74箇所であり、その位置を図-1に示す。 

3． 液状化被害のデータ分析 

3.1 液状化地点の微地形区分 

 福島県の微地形は、液状化被害が多発した関東地方とは異

なり低地、埋立地が少なく山地、丘陵地が多いことが特徴で

ある 2)。図-2に 250ｍメッシュ毎の微地形区分 3)と液状化地

点を重ね合わせて示す。この図をもとに微地形の判定をした

が、土地履歴のわかる地点は新旧航空写真等を用いて判定し

た。判定した微地形区分の割合を図-3に示す。図より台地の割合が最も高く、砂礫質台地とローム台地を合わ 
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表-1 液状化被害一覧表の例 
NO. 発生場所(市町村) 状況 微地形 緯度 経度 標高(m)

1 岩瀬郡鏡石町　鏡石駅前 電柱の沈下・傾き ローム台地 140.34659 37.25104 277

2 いわき市山田町上新切　水田 水田での噴砂 後背湿地 140.76237 36.92357 4
3 須賀川市木之崎舞田周辺　 歩道での噴砂 火山性丘陵地 140.29865 37.27954 267
4 須賀川市西川池ノ上　ホームセンター駐車場 浄化槽浮き上がり及び噴砂 砂礫質台地 140.36641 37.30760 263
5 須賀川市木之崎赤池周辺 マンホールの浮き上がり及び噴砂 ローム台地 140.27551 37.28019 281
6 須賀川市矢沢登之内周辺 マンホールの浮き上がり 谷底低地 140.28816 37.30810 275
7 伊達郡国見町　国見町役場周辺 浄化水槽の浮き上がり 砂礫質台地 140.54909 37.87707 69
8 白河市松並周辺 マンホールの浮き上がり 火山性丘陵地 140.20298 37.11813 373
9 郡山市安積町日出山一本周辺 噴砂 旧河道 140.38858 37.36150 228
10 郡山市安積町日出山神明下　三日月湖 噴砂が起きた後、水が干上がった 旧河道 140.38834 37.36690 228
11 いわき市植田町根小屋川周辺 広範囲で液状化　被害甚大 旧河道 140.78934 36.91803 5
12 いわき市小名浜辰巳町　アクアマリン福島 埋立地地盤の液状化 埋立地 140.90193 36.94256 5
13 いわき市錦町川原周辺 駐車場での噴砂 三角州・海岸低地 140.79829 36.90991 6
14 耶麻郡猪苗代町山潟湊志田 家屋での液状化被害 後背湿地 140.15586 37.49028 518
15 耶麻郡猪苗代町金田金曲 家屋での液状化被害 砂州・砂礫州 140.13412 37.51746 517

図-1 液状化発生位置 

(みちのく GIDAS 地図を利用) 

図-2 微地形区分と液状化発生地点 



せると 37%であることがわかる。また、丘陵地も合わせると

約半分が台地と丘陵地である。一般的には台地と丘陵地は液

状化しにくい地形と考えられるが、今回は多く地点で液状化

が見られたことになる。この原因としては、造成盛土、もし

くは埋戻し土が液状化したと考えられる。特に須賀川市や白

河市、国見町で埋戻し土の液状化による下水道マンホール等

の浮き上がりが多く見られた。 

3.2 新旧地形比較 

 低地の液状化発生箇所として、鮫川下流域のいわき市植田

町根小屋地区周辺に着目した。根小屋地区周辺では、広範囲

で液状化が生じ、家屋の不等沈下及び地盤変状による道路の

亀裂・噴砂が確認された。土地履歴を知るために写真-1に示

す根小屋地区の新旧航空写真をもとに地形比較した。航空写

真からは蛇行していた河道が直線に改修されその後、旧河道

部分が埋め立てられていることがわかる。図-4には鮫川の旧

河道と液状化範囲を地形図に重ねて示す。根小屋地区では、

この旧河道に沿って液状化被害が発生した 4)。また、根小屋

川に平行に発生したクラックより、根小屋川に向かって地盤

が側方流動したと考えられる。その結果、根小屋川の川幅が

狭まり、床盤が圧縮されてめくれ上がる被害が起きた。地震

後の根小屋地区における地盤調査では、埋土の N値が 10以

下と低く、地下水位が GL-3m付近で確認されている。これ

らを踏まえて、根小屋地区周辺は液状化が生じる素因を有し

ていたことがわかった。また鮫川の上流域において水田に噴

砂が確認された。さらに、鮫川河口付近でも噴砂が確認され

ているが、微地形は、後背湿地と三角州・海岸低地であった。

さらに、新旧航空写真より確認したが旧河道とは認められな

かった。 

4． まとめ 

本研究では、東日本大震災における福島県内の液状化発生

地点を様々な情報源より明らかにした。さらに微地形区分、

新旧航空写真等を使用し、液状化が発生した地点の素因を分

析し、以下のことがわかった。液状化地点は、本来ならば液

状化しにくい台地、丘陵地に多かった。ただし、原地盤は液

状化しておらず被害は造成地盤、埋戻し土に集中していた。

また、新旧航空写真より液状化地点の地形比較をして、いわき市植田町根小屋の事例では旧河道に被害が集中

していた。しかし、鮫川流域の後背湿地や三角州・海岸低地でも噴砂が確認された。今後、震源から離れた位

置にも関わらず液状化が発生した猪苗代町の事例について、詳しい調査が必要であると考える。 
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図-4 根小屋地区の旧河道 
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写真—1 根小屋地区の新旧航空写真 

図-3 微地形区分の割合 
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